れて しまう からね ご といい ました。 

「どうか、 おばさん、 知れない ようにして とめて くだ 

さいよ。 ぼく、 もうく たびれ て、 ひと 足 も あるけ ない 

んで すご と、 たのむ ように、 ジャック はいいました。 

「しかたのない 子 だね。 じゃあ 今夜 だけと めて あげる 

から、 朝に なったら、 すぐお かえりよ ご 

こういつ ている さいちゅう、 にわかに ずしん、 ずし 

ん、 地 ひびきす る ほど 大きな 足音が きこえて 来 ま した _ 

それ は 主人の 人く い 鬼が、 もう、 そとから かえって 来 

たのです。 鬼のお 上さん は、 大 あわてに あわてて、 

ジャック を、 だんろの 中に かくして しまいました。 



豆の 木の はしごの かかって いる 所まで くると、 する す 

ると つたわつ ておりて、 うちへ かえりました。 

ジャックのお かあさん は、 むすこが、 鬼 か 魔女に で 

もとられ たので はない かと 心配して いますと、 ぶじで 

ひょっこり かえって 来たので、 とても 大 さわぎし てよ 

ろ こびました。 それから は、 ジャックの もって かえつ 

た、 金の たまご を 生む にわとりの おかげで、 おや 子 は 

お金 もちに もな りました し、 しあわせ にもな りました- 

一二 



「まあいい や。 はらが すいた。 晚飯 にしよう よご と 

い いました。 

さて、 晚飯 がすむ と、 大男 はお 上さん に、 

「にわとり は とられる、 金の 袋、 銀の 袋 はぬ すまれる、 

しかたがない、 こん 夜 はハ— プ でもなら すかな ごとい 

いました。 

ジャックが、 そっとお 釜の ふた を あけて のぞいてみ 

ごと 

ますと、 玉で かざった、 みごとな ハ ー プの たて 琴が 目 

に はいりました。 

〔# 空白 は 底本で は 欠落〕 鬼の 大男 は、 ハ ー プ をテ— 

ブルの 上に のせて、 
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